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取締役執行役員常務兼 CFO の柴田でございます。 

本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうございます。 

 

2014 年 3 月期 第 3 四半期の決算概要についてご説明いたします。 
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本日の内容ですが、2014 年 3 月期第 3 四半期の決算概要および通期の業績予想についてとなっており

ます。 
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こちらが本日のご説明内容のサマリです。 

 

1 つ目が、第 3 四半期の決算概要です。 

第 3 四半期の半導体売上高は、堅調な自動車や産業機器向けの出荷が季節性要因による減少をカバー

し、例年出荷がピークとなる第 2 四半期並みの水準となりました。 

営業損益は、構造改革による固定費削減効果に伴う利益増などにより、第 2 四半期と比べ、191 億円

増の 300 億円となりました。この結果、4 四半期連続で黒字を確保いたしました。 

 

2 つ目が、通期の業績予想です。 

通期の半導体売上高は、前年度と比べて 9％の増収と見込んでいます。自動車向け半導体や中小型パネ

ル向け表示ドライバ IC などが牽引する一方、注力事業への集中による影響もあり、為替効果を除くと前

年度比数％の減収を計画しております。 

営業損益は、前年度と比べ、779 億円増となる 547 億円の黒字を見込んでおります。また、営業損益

は為替による増益効果を除いても黒字を確保する見通しです。 

当期純損益は、早期退職優遇制度の実施や事業・生産構造改革関連など、748 億円の特別損失を計上

することにより、218 億円の赤字を見込んでおります。 
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 それでは、第 3 四半期の決算概要について詳しくご説明いたします。 
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5 ページは、第 3 四半期の業績サマリです。 

 

前述のとおり、営業損益は、構造改革による固定費削減効果に伴う利益増などにより 前四半期比 191

億円増の 300 億円となりました。この結果、4 四半期連続で黒字を確保いたしました。 

 

四半期純損益は、鶴岡工場の資産譲渡に係る減損など 164 億円の特別損失があったものの、 LTE モ

デム事業譲渡などの 155 億円の特別利益があったことから 230 億円の黒字となりました。 
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6 ページは、四半期ごとの業績推移です。 

 

第 3 四半期の半導体売上高は、前四半期比フラット、前年同期比では 17.2％の増収となりました。 

 

営業損益は、構造改革による固定費削減が寄与したことから、4 四半期連続で黒字を確保いたしました。 
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7 ページは、第 3 四半期の事業別半導体売上高です。 

 

第 3 四半期は、堅調な自動車や産業機器向けの出荷が季節性要因の減少をカバーし、半導体売上は、

前四半期並みの売上を確保いたしました。 
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8 ページは、第 3 四半期の事業別半導体売上高について、さらに分野別で詳しく示したものです。 

 

マイコンについては、自動車向けが、第 3 四半期に生産の最盛期を迎える日系メーカー向けを中心に

堅調を維持し、前四半期比一桁半ば％の増収となりました。汎用向けは、エアコンなど一部の機器向け

が好調でしたが、半導体需要の季節性要因による減少もあり、前四半期比一桁半ば％の減収となりまし

た。 

 

アナログ＆パワー半導体については、自動車向けが、パワーデバイス、アナログ IC ともに堅調を維持

し、前四半期比一桁前半％の増収となりました。この結果、自動車向けの売上がアナログ＆パワー半導

体売上全体の 30％まで成長しました。表示ドライバ IC は、スマートフォン向けを中心に引き続き堅調

を維持しております。一方、汎用向けは、パワーデバイス、アナログ IC ともに例年 2Q から 3Q にかけ

て売上が減少する季節要因の影響もあり減収となりました。 

 

SoC については、自動車向けが、カーナビなど車載情報機器向けが好調で第 2 四半期と比べ、20％弱

の増収となりました。また、民生向け、PC 向けは、注力事業への集中や、季節性による影響もあり第 2

四半期と比べ、減収となりました。 
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9 ページは、第 3 四半期の営業損益について、前四半期からの増減で示したものです。 

 

第 3 四半期の半導体売上高は、第 2 四半期とほぼ同額だったものの、構造改革による固定費の削減が

寄与し、第 3 四半期の営業損益は 300 億円の黒字となりました。 
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 10 ページは、第 3 四半期の営業損益について、10 月 30 日に公表した業績予想における営業損益から

の増減で示したものです。 

 

 売上増や生産増に伴う利益増に加え、当社が取り組んでいる収益志向の徹底による費用の削減などに

より、10 月 30 日に公表した 160 億円の営業黒字に対して 140 億円改善いたしました。 
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11 ページは、第 3 四半期の四半期純損益の状況について、営業損益からの内訳を示したものです。 

 

第 3 四半期の四半期純損益は、鶴岡工場の資産譲渡に係る減損など 164 億円の特別損失がございまし

たが、 LTE モデム事業譲渡など 155 億円の特別利益があったことから、230 億円の黒字となりました。 
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12 ページはバランスシートの状況です。 

 

当社の自己資本比率は 30％台へ向上し、財務体質は改善しております。 
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13 ページは、キャッシュ・フローの状況です。 

 

継続した営業利益の確保により、当四半期のフリー・キャッシュ・フローは 305 億円と 3 四半期連続

で黒字を確保いたしました。 
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次に、2014 年 3 月期通期の連結業績予想についてご説明いたします。 
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15 ページは、第 4 四半期および通期の連結業績予想でございます。 

 

通期の半導体売上高は、前年度と比べて 9％の増収を見込んでおります。自動車向け半導体や中小型パ

ネル向け表示ドライバ IC などが牽引する一方、注力事業への集中による影響もあり、為替効果を除くと

前年度比数％の減収を計画しております。 

 

通期の営業損益は、前年度と比べ、779 億円増となる 547 億円の黒字を見込んでおります。また、営

業損益は為替による増益効果を除いても黒字を確保する見通しです。 

 

通期の当期純損益は、収益力の強化策として当社が取り組んでおります、早期退職優遇制度の実施や事

業・生産構造改革関連など、748 億円の特別損失を計上することにより、218 億円の赤字を見込んでおり

ます。  
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16 ページは、第 4 四半期の事業別の半導体売上見通しです。 

 

自動車は 3 製品群ともに堅調を維持するものと見込んでおります。 

 

その他の汎用製品は、季節サイクルの影響もあり、第 3 四半期と比べ減収となりますが、汎用マイコ

ンは微減に留まるものと見込んでおります。 
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17 ページは、第 4 四半期の営業損益について、第 3 四半期からの増減で示したものです。 

 

第 4 四半期の営業損益は、売上減、生産減による利益減に加え、年度末の費用集中が発生し、第 3 四

半期と比べ、260 億円の減益を見込んでおります。 
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18 ページは、第 4 四半期の四半期期純損益の見通しについて、営業損益からの内訳を示したものです。 

 

第 4 四半期の特別損益は、事業・生産構造改革関連や、企業年金基金の統一に伴う特別損失を計画す

るなど特別損益は 290 億円の損失を計画しております。 

 

その結果、第 4 四半期の四半期純損益は 320 億円の赤字を見込んでおります。 
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19 ページは、2014 年 3 月期通期の事業別の半導体売上高見通しについて示したものです。 

 

注力事業への集中が進む SoC は減収となりますが、マイコン、A&P は、それぞれ、前年度と比べ、10％

台半ばの増収を見込んでおります。 
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20 ページは、2014 年 3 月期通期の営業損益見通しについて、前年度からの増減を示したものです。 

 

通期の営業損益の見通しは、為替影響による利益の増加に加え、構造改革の効果による費用の減少に

より、営業損益は 779 億円の改善を見込んでおります。 
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21ページは、2014年3月期通期の当期純損益見通しについて、営業損益からの内訳を示したものです。 

 

通期の当期純損益の見通しは、早期退職優遇制度や事業・生産構造改革に係る特別損失を計上するこ

となどにより、218 億円の赤字を見込んでおります。 
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最後に、22 ページは、ご説明した内容のまとめとなっております。 

 

2014 年 3 月期第 3 四半期の業績は、自動車や産業機器向け半導体が堅調で、前四半期並みの半導体売

上高を確保いたしました。加えて、事業・生産構造改革による固定費削減効果に伴う利益増などにより、

4 四半期連続で黒字を確保しております。 

 

2014 年 3 月期通期の半導体売上高は、前年度比 9％の成長を見込んでおります。成長事業での売上増

の一方で、事業の集中による売上の減少により、実態は前年度比数％の減収を計画しております。 

 

通期の営業損益は、構造改革による費用削減効果に加え、円高の是正効果により、改善の傾向ではあ

りますが、安定して営業利益を上げるべく、期末費用集中の平準化や戦略事業への集中投資と回収など

の課題に取り組んでまいります。 

 

当社は、事業ポートフォリオの変革を図る中で、売上の増加に依存せず、安定した利益を生み出せる

よう構造改革を今後も推進してまいります。 
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2014 年 3 月期 第 3 四半期の決算概要のご説明は以上でございます。 


